
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ 人と人・自然・歴史・文化がふれあう河畔 

【施設の状況写真】                                                 

 
 
  

【施設の利用写真】  

    
 

 

【観光資源としての利用状況】 

 岐阜市・岐阜県・国土交通省木曽川上流河川事務所が連携して策定している長良川プロムナ

ード計画の一部として、木曽川上流河川事務所が当該地区の景観に配慮し、長良川の玉石を利

用した階段護岸を整備し、また同時期に岐阜市と岐阜県が連携して当該地区を県道から遊歩道

への整備をしました。この整備によって、より多くの人が安全に長良川や金華山など目の前の雄

大な景観や自然を楽しみ、千三百有余年の伝統を誇る鵜飼いや全国的にも有名な大花火大会

などのイベントを通じて、岐阜の歴史や文化にふれ、さらにそこに集う人とのふれあいが育まれ

る場所へと生まれ変わりつつあります。 

長良川の玉石を利用した階段護岸の整備により、

地元住民や観光客のいこいの場となっている。昼は

散策等、夜は鵜飼い観覧などに利用されている。 

５月１１日～１０月１５日にかけて、千三百有余年の

伝統を誇る鵜飼いが毎夜行われる。 
長良川や金華山など目の前の雄大な景観や自然を

楽しむことができる。 

目の前の景観を 
   楽しむ歩道

玉石を基調とした 
     階段護岸

 

 



（様式２）

テーマ 人と人・自然・歴史・文化がふれあう河畔 

【社会資本の基礎データ】 

○名称       長良川右岸河畔整備（長良川プロムナード計画の一部） 

○所在地     岐阜市 

○事業名     長良川プロムナード計画 

○事業主体   岐阜市、岐阜県、国土交通省木曽川上流河川事務所 

○事業期間   平成１１年～ 

○その他    地域再生計画、鵜飼屋地区景観協定 

【社会資本の役割・効果】 

○治水効果 

 水衝部対策として根固ブロックの修繕を行うことにより治水安全度の向上に努めることができ

た。また、木工沈床を利用することで長良川の魚環境にも配慮した整備をした。 

○その他効果 

 ＜県道移設による地域の安全向上＞ 

 当該地区は従来県道であり、大型車が頻繁に通行していた。県道を移設し、当該地区を遊歩

道として整備することで、地域の安全が確保された。岐阜市と岐阜県が連携して整備を進めた。 

 ＜水辺に近づきやすい整備＞ 

遊歩道の整備と併せて当該地区を階段護岸へ整備することで、より安全に水辺に近づきやす

い空間を形成し、鵜飼いや花火など地域住民はもちろん多くの観光客に喜ばれている。岐阜市と

木曽川上流河川事務所が整備を進めた。 

【位置図】 

  
【関連ホームページ】 

鵜飼観覧事務所（岐阜市） http://www.ukai-gifucity.jp 

プロムナード計画（岐阜市など） http://www.city.gifu.gifu.jp/look/Nagaragawa_Promenade/ 

  

 


